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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　シートの座面部となるシートクッションと、
　前記シートクッションの背側に設けられ、シートの背もたれ部となるシートバックと、
　を有する車両用シートであって、
　前記車両用シートは、電動で前記シート各部位の位置を調整するシート位置調整手段と
、
　前記シート各部位の位置を検知するシート位置検知手段と、を備え、
　前記シートバックは、乗員の肩甲骨が接触する部位より上部側の形状が前記肩甲骨が接
触する部位より下部側の形状よりも前傾して形成されており、
　前記シートバックに設けられた接触型センサにより取得した乗員の肩甲骨部接触検知情
報を、無線通信或いは有線通信により、車内に設けられた電子制御装置に伝送し、
　前記電子制御装置において、前記肩甲骨部接触検知情報および前記電子制御装置内に予
め登録された複数の体格情報に基づいて乗員の体格を判定し、
　乗員が前記シート位置調整手段を用いて調整を開始した後、
　前記シート位置検知手段により検知した調整位置を前記電子制御装置に伝送し、
　前記電子制御装置内でシートポジションが最適位置に到達したと判断された場合、報知
手段により乗員に報知することを特徴とする車両用シート。
【請求項２】
　前記シート位置調整手段は、シートスライドの前後位置、シートクッションの高さ位置
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、シートクッションの角度、シートバックの高さ位置、シートバックの角度のうち、少な
くとも１つ以上の位置を調整可能であり、
　前記シート位置検知手段は、前記シート位置調整手段により調整したシート部位の位置
を検知することを特徴とする請求項１に記載の車両用シート。
【請求項３】
　前記車両用シートは、前記シートバックの上部に乗員の頭部および頸部を保護するヘッ
ドレストをさらに有し、
　前記シート位置調整手段は、前記ヘッドレストの高さ位置を調整可能であり、
　前記シート位置検知手段は、前記シート位置調整手段により調整したヘッドレストの高
さ位置を検知することを特徴とする請求項１または２に記載の車両用シート。
【請求項４】
　前記報知手段は、車内に設けられたスピーカーを介した音による報知であることを特徴
とする請求項１から３のいずれかに記載の車両用シート。
【請求項５】
　前記報知手段は、車内に設けられた光源からの光による報知であることを特徴とする請
求項１から３のいずれかに記載の車両用シート。
【請求項６】
　前記報知手段は、車内に設けられた振動子の振動による報知であることを特徴とする請
求項１から３のいずれかに記載の車両用シート。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、乗員の体格に応じてシート位置を調整するシート位置調整機能を備えた車両
用シートに関し、特に、所望の調整位置にぴったり合ったことを乗員に報知する報知機能
を備えた車両用シートに関する。
【背景技術】
【０００２】
　自動車用シートなどの車両用シートは、車両の運転時にステアリングやペダル、レバー
、スイッチ類を安全に無理なく操作でき、また、道路をよく見渡すことができるよう、シ
ートの前後位置調整を行うシートレール（シートスライド）やシートバックの角度を調整
するリクライニングアジャスタなど、乗員の体格に合わせて運転姿勢を調整する様々な調
整機能を備えている。
【０００３】
　シート各部の調整機構を手動で操作するシートにおいては、乗員がレバー等の操作によ
って調整機構のロックを解除してシート位置を調整後、再び調整機構をロックする。
【０００４】
　また、シート各部の調整機構を電動等の動力機構で操作するシートにおいては、乗員が
スイッチを操作することで、乗員の体格に適した位置まで駆動させてから動力機構を停止
させる。
【０００５】
　手動操作での位置調整或いは電動等の動力機構での位置調整のいずれの場合も、乗員は
シートに着座した状態で操作しながら、自ら最適な位置すなわち最適なシートポジション
を探す必要があり、試行錯誤により位置を決定している。
【０００６】
　本技術分野の背景技術として、例えば、特許文献１のような技術がある。特許文献１に
は、「シートクッションを前後動させるスライド機構とシートバックを前後傾させるリク
ライニング機構を有し、それぞれの機構が操作レバーの操作に連動する係合部でロック・
アンロックされるシートのロック状態を検知するシートのロック確認装置であって、上記
操作レバーがロック位置にあるか否かを検出するセンサーと、このセンサーの検出信号に
基づいてロック状態の良否を報知する報知手段とを有するシートのロック確認装置」が開



(3) JP 6629501 B2 2020.1.15

10

20

30

40

50

示されている。
【０００７】
　特許文献１のシートのロック確認装置によれば、シートアジャスターのロックが不完全
であることが確認でき、それに起因する不具合の発生を未然に防止することができる。
【０００８】
　また、特許文献２には、「複数のドライビングポジションに移動可能な運転シートを、
記憶されたドライビングポジションに移動させる自動車の座席位置自動調整装置において
、運転者の体重と前記運転者が所望するドライビングポジションとを関連付けて着座デー
タとして記憶するデータ記憶手段と、前記運転シートに着座した運転者の体重を検出する
体重検出手段と、前記体重検出手段が検出した体重の所定範囲内にある体重を有する前記
着座データを前記データ記憶手段から検出するデータ検出手段と、前記データ検出手段が
検出した前記着座データに含まれるドライビングポジションに前記運転シートを自動的に
移動させるシート制御手段とを備えていることを特徴とする座席位置自動調整装置」が開
示されている。
【０００９】
　特許文献２の座席位置自動調整装置によれば、運転者が運転シートに着座するだけで、
自動で運転シートが運転者の最適な位置に移動するようになっており、面倒な操作を行う
ことなく、運転に移ることができる場合がある。
【００１０】
　また、特許文献３には、「スライド可能なシートクッションと角度調整可能なシートバ
ックの位置調整を手動で行う車両用シートであって、着座者によって操作されるスイッチ
手段と、上記シートクッションのスライド位置と上記シートバックの角度位置を検出する
検出手段と、該検出手段で検出した位置を記憶する記憶手段と、上記シートクッションの
スライド位置と上記シートバックの角度位置情報を着座者に知らせる報知手段と、上記ス
イッチ手段の操作時における上記検出手段の検知位置を上記記憶手段に記憶させておき、
上記シートクッションのスライド位置と上記シートバックの角度位置調整に際し、上記検
出手段の検知位置が上記記憶手段の記憶位置と一致した際に上記報知手段を作動させる制
御手段と、を備えた車両用シート」が開示されている。
【００１１】
　特許文献３の車両用シートによれば、報知手段の作動に基づいて、シートクッションと
シートバックの位置調整が行えるので、調整操作を繰り返す必要がなくなり、操作が容易
になる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【００１２】
【特許文献１】特開２００３－１１７１２号公報
【特許文献２】特開２００７－１５２９９７号公報
【特許文献３】特開２００８－２９０６５３号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　上記のように、自動車用シートなどの車両用シートでは、乗員の体格に応じて、乗員自
身によるマニュアル操作或いは電動でシート各部の位置を調整し、安全で快適な運転姿勢
を保てるような工夫がなされている。
【００１４】
　しかしながら、従来の車両用シートの調整機構では、上記のように、乗員が操作しなが
ら、自ら最適なシートポジションを探す必要があり、試行錯誤により位置を決定している
ため、シート調整に時間が掛かり、また、シートの改良により調整部位や調整量が増えた
ことにより、乗員の調整作業が煩雑になってきている。
【００１５】
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　シート調整が煩雑になるに伴い、従来の乗員の感覚に依拠する調整では、乗員の体格に
ぴったりフィットするように最適なシートポジションに調整するには不十分である。
【００１６】
　また、乗員がシートに着座した際に、ステアリングやペダル、レバー、スイッチ類を安
全に無理なく操作でき、道路をよく見渡すことができるよう調整されているか否かは、乗
員の感覚で比較的容易に判断することができるが、一方で、微妙な調整の誤差は、余計な
疲労が蓄積し、長時間の運転をして初めて気付く場合がある。
【００１７】
　上記の特許文献１では、シート調整部位のロック状態の検知及びロック状態の良否の報
知に関するものであり、上記のようなシート調整作業の煩雑さを解消することはできない
。
【００１８】
　また、上記の特許文献２は、乗員の体重を検出する手段を備えているが、対象とする乗
員の体重のみによってシートポジションが一意に決められてしまうため、体形、姿勢の個
人差が考慮されておらず、長時間のドライブによる疲労軽減の課題を解決することができ
ない。
【００１９】
　また、上記の特許文献３では、乗員が手動でシートの調整を行う場合、乗員が調整した
調整位置と予め記憶した調整位置とが一致した際にブザーを作動させることにより、調整
操作を繰り返す必要はなくなるが、シート調整の精度は従来と同様であり、上記のような
長時間のドライブによる疲労軽減の課題を解決することができない。
【００２０】
　そこで、本発明の目的は、乗員の体格に応じてシートポジションを調整する際、最適な
調整位置であることを乗員に報知することで、シートポジションの調整が容易で、フィッ
ト感に優れた車両用シートを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２４】
　また、本発明は、シートの座面部となるシートクッションと、前記シートクッションの
背側に設けられ、シートの背もたれ部となるシートバックと、を有する車両用シートであ
って、前記車両用シートは、電動で前記シート各部位の位置を調整するシート位置調整手
段と、前記シート各部位の位置を検知するシート位置検知手段と、を備え、前記シートバ
ックは、乗員の肩甲骨が接触する部位より上部側の形状が前記肩甲骨が接触する部位より
下部側の形状よりも前傾して形成されており、前記シートバックに設けられた接触型セン
サにより取得した乗員の肩甲骨部接触検知情報を、無線通信或いは有線通信により、車内
に設けられた電子制御装置に伝送し、前記電子制御装置において、前記肩甲骨部接触検知
情報および前記電子制御装置内に予め登録された複数の体格情報に基づいて乗員の体格を
判定し、乗員が前記シート位置調整手段を用いて調整を開始した後、前記シート位置検知
手段により検知した調整位置を前記電子制御装置に伝送し、前記電子制御装置内でシート
ポジションが最適位置に到達したと判断された場合、報知手段により乗員に報知すること
を特徴とする。
【発明の効果】
【００２５】
　本発明によれば、乗員の体格に応じてシートポジションを調整する際、最適な調整位置
であることを乗員に目視あるいは他の手段で報知することで、シートポジションの調整が
容易で、フィット感に優れた車両用シートを実現できる。
【００２６】
　上記した以外の課題、構成及び効果は、以下の実施形態の説明により明らかにされる。
【図面の簡単な説明】
【００２７】
【図１Ａ】本発明の一実施形態に係る車両用シートを示す図である。
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【図１Ｂ】本発明の一実施形態に係る車両用シートの一部を示す図である。
【図２Ａ】本発明の一実施形態に係る車両用シートの目盛を示す図である。
【図２Ｂ】本発明の一実施形態に係る車両用シートの目盛を示す図である。
【図３Ａ】本発明の一実施形態に係る車両用シートの位置調整システムを示す図である。
【図３Ｂ】本発明の一実施形態に係る車両用シートのボタンを示す図である。
【図４Ａ】本発明の一実施形態に係る車両用シートのスイッチを示す図である。
【図４Ｂ】本発明の一実施形態に係る車両用シートのスイッチを示す図である。
【図４Ｃ】本発明の一実施形態に係る車両用シートのスイッチを示す図である。
【図５】本発明の一実施形態に係る車両用シートの位置調整システムを示す図である。
【図６】本発明の一実施形態に係る車両用シートの位置調整システムを示す図である。
【図７】本発明の一実施形態に係る体格検知方法を示す図である。
【図８Ａ】本発明の一実施形態に係る車両用シートの体格検知方法を示す図である。
【図８Ｂ】本発明の一実施形態に係る車両用シートの体格検知方法を示す図である。
【図８Ｃ】本発明の一実施形態に係る車両用シートの体格検知方法を示す図である。
【図９】本発明の一実施形態に係る車両用シートの体格検知方法を示す図である。
【図１０】本発明の一実施形態に係る車両用シートの体格検知方法を示す図である。
【図１１】本発明の一実施形態に係る車両用シートの体格検知方法を示す図である。
【図１２】本発明の一実施形態に係る車両用シートの体格検知方法を示す図である。
【図１３Ａ】本発明の一実施形態に係る車両用シートの動作フローを示す図である。
【図１３Ｂ】本発明の一実施形態に係る車両用シートの動作フローを示す図である。
【図１３Ｃ】本発明の一実施形態に係る車両用シートの動作フローを示す図である。
【図１３Ｄ】本発明の一実施形態に係る車両用シートの動作フローを示す図である。
【図１３Ｅ】本発明の一実施形態に係る車両用シートの動作フローを示す図である。
【図１４】代表的な車両用シートの全体概要を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００２８】
　以下、図面を用いて本発明の実施例を説明する。
【実施例１】
【００２９】
　先ず、図１４を用いて、自動車などに用いられる代表的な車両用シートの構成について
説明する。車両用シート１は、図１４に示すように、その主な部位として、シートの座面
部となるシートクッション２、シートクッション２の背側に設けられ、シートの背もたれ
部となるシートバック３、シートバック３の上部に設けられ、乗員の頭部および頸部を保
護するヘッドレスト４を有している。シートクッション２の両脇には、座面部のサイド部
分のサポートとなるサイドサポート５が設けられている。
【００３０】
　次に、図１Ａ乃至図２Ｂを用いて、本発明の一実施形態における車両用シートの構成お
よびその作用効果について説明する。
【００３１】
　図１Ａは、本実施例における車両用シートの側面図を示している。また、図１Ｂは、図
１Ａにおけるシートクッション２の側面の拡大図である。
【００３２】
　図１Ａに示すように、本実施例における車両用シートは、その主な構成部位として、シ
ートクッション２、シートバック３、ヘッドレスト４を有している。
【００３３】
　シートクッション２の下面側すなわちシートクッション２の座面側とは反対側の面には
、シートクッション２の車体に対する前後位置を調整するシートスライド（スライドレー
ル）が設けられている。シートスライド（スライドレール）は、シートクッション２の下
面側に固定されたアッパーレール６および車体のフロアに固定されたロアーレール７から
構成されている。アッパーレール６とロアーレール７とを係合させ、ロアーレール７上に
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おいてアッパーレール６をスライドさせることにより、シートクッション２の車両に対す
る前後位置すなわち車両用シートの車両に対する前後位置を調整することができる。
【００３４】
　シートスライド（スライドレール）には、スライドレールロック解除レバー８が設けら
れている。スライドレールロック解除レバー８を用いて、ロアーレール７上におけるアッ
パーレール６の前後スライド（前後移動）をロック（固定）することができる。また、ス
ライドレールロック解除レバー８でロックを解除することにより、ロアーレール７上にお
けるアッパーレール６の前後スライド（前後移動）が可能になる。
【００３５】
　つまり、アッパーレール６およびロアーレール７で構成されるシートスライド（スライ
ドレール）は、シートの前後位置調整手段として機能している。
【００３６】
　シートクッション２の側面には、スライド式目盛９が設けられている。本実施例では、
図１Ｂに示すように、乗員の身長に対応する目盛が設けられた例を用いて説明するが、身
長以外にも、例えば、体重や座高など乗員の体格に対応する目盛を設けても良い。
【００３７】
　また、シートバック３のシートクッション２との連結部近傍の側面には、回転式目盛１
１が設けられている。ここでは図示しないが、回転式目盛１１もスライド式目盛９と同様
に、身長や体重など乗員の体格に応じた目盛が設けられている。
【００３８】
　図２Ａは、回転式目盛１１の概念図を示し、図２Ｂは、スライド式目盛９の概念図を示
している。
【００３９】
　次に、スライド式目盛９および回転式目盛１１の動作について説明する。
【００４０】
　乗員は、車両用シートに着座後、スライドレールロック解除レバー８を操作し、スライ
ドレールのロックを解除する。その後、乗員は自らロアーレール７上において、アッパー
レール６およびシートクッション２を動かしながら、シートクッション２のスライド位置
（前後位置）を調整する。
【００４１】
　ここで、図示していないが、ロアーレール７はスライド式目盛９上に設けられたマーキ
ング１０と連結しており、乗員がシートクッション２およびアッパーレール６を前後にス
ライドさせると、これに連動してマーキング１０がスライド式目盛９上を動くように構成
されている。
【００４２】
　乗員はスライド式目盛９上のマーキング１０の位置を目視にて確認することにより、シ
ートスライド前後位置が自分の身長にぴったり合った調整位置かどうかを容易に確認する
ことができる。
【００４３】
　自分の身長にぴったり合った調整位置である場合、スライドレールロック解除レバー８
によりスライドレールをロックし、スライド位置の調整を終了する。
【００４４】
　シートバック３のシートクッション２との連結部近傍の側面に設けられた回転式目盛１
１も同様に、シートクッション２に対するシートバック３の角度調整と連動して回転し、
乗員が目視で調整位置を確認できるよう構成されている。
【００４５】
　従って、乗員は回転式目盛１１の目盛位置を目視にて確認することにより、シートバッ
ク３の角度すなわちリクライニング角度が自分の身長にぴったり合った調整位置かどうか
を容易に確認することができる。
【００４６】
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　以上説明したように、本実施例における車両用シートによれば、乗員が自ら手動操作に
よりシート各部位の位置調整を行う際、調整後或いは調整をしながら、シート各部位の位
置調整手段と連動する目盛やマーキングを目視で確認することにより、その調整位置が自
分の体格にぴったり合った調整位置であることを容易に確認することができる。
【００４７】
　なお、上記で説明した実施例においては、乗員が自ら手動操作によりシート各部位の位
置調整を行い、その調整動作と連動してスライド式目盛９、マーキング１０、回転式目盛
１１が動作し、調整位置表示機能を果たす例を示したが、シート各部位の位置調整をモー
タなどの動力機構すなわち電動で行う車両用シートにおいても、シート各部位の位置調整
と連動して動作する目盛やマーキングを設けることで、同様の効果を得ることができる。
【００４８】
　また、上記の実施例では、シートの調整部位として、シートスライドの前後位置調整お
よびシートバックの角度調整の例を用いて説明したが、シートの他の部位の位置調整、例
えば、シートクッションの高さ調整やシートクッションの角度調整、シートバックの高さ
調整、ヘッドレストの高さ調整などに用いても同様の効果を得ることができる。
【実施例２】
【００４９】
　図３Ａ乃至図４Ｃを用いて、本発明の別の実施形態における車両用シートについて説明
する。
【００５０】
　図３Ａは、本実施例における車両用シートの側面図および連動するシステム構成を示し
ている。また、図３Ｂは、図３Ａにおけるボタン１２、１３、１４の拡大図である。
【００５１】
　図３Ａに示すように、本実施例における車両用シートは、その主な構成部位として、シ
ートクッション２、シートバック３、ヘッドレスト４を有している。
【００５２】
　アッパーレール６とロアーレール７とを係合させ、ロアーレール７上においてアッパー
レール６をスライドさせることにより、シートクッション２の車両に対する前後位置すな
わち車両用シートの車両に対する前後位置を調整する点やシートスライド（スライドレー
ル）にスライドレールロック解除レバー８が設けられている点などは実施例１と同様の構
成であるため、その詳細な説明は省略する。
【００５３】
　シートクッション２の側面には、乗員の体格を選択するボタン１２、１３、１４が設け
られている。これらのボタンは、シート各部位の調整位置選択手段として機能し、体格に
応じたボタンを押すことにより、乗員の体格に合ったシートの調整位置を選択することが
できる。
【００５４】
　ボタン１２、１３、１４を押すことにより選択されたシートの調整位置すなわち乗員の
体格情報は、無線通信或いは有線通信により、車内に設けられた電子制御装置（Ｅｌｅｃ
ｔｒｏｎｉｃ－Ｃｏｎｔｒｏｌ－Ｕｎｉｔ：ＥＣＵ）へ伝送される。
【００５５】
　ここで、図３Ａのボタン１２、１３、１４は、図３Ｂに示すように乗員の体格の小中大
のいずれかを選択することができる。
【００５６】
　次に、乗員は、スライドレールロック解除レバー８により、シートスライド（スライド
レール）のロックを解除し、乗員が自ら手動操作にて、ロアーレール７に対してシートク
ッション２およびアッパーレール６をスライドさせ、シートの前後位置を調整する。
【００５７】
　シート各部位の調整位置には、調整位置を継続的に検知する調整位置検知手段が設けら
れている。図３Ａでは、シートスライドの前後位置を検知するスライド位置検知手段の例
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を示している。
【００５８】
　スライド位置検知手段により検知したスライド位置情報は、無線通信或いは有線通信に
より、車内に設けられた電子制御装置（ＥＣＵ）へ伝送される。
【００５９】
　電子制御装置（ＥＣＵ）において、調整位置選択手段すなわちボタン１２、１３、１４
により入力された乗員の体格情報に基づいて推定したシート各部位の適切位置情報、およ
びスライド位置検知手段により検知されたスライド位置情報を照合する。
【００６０】
　調整位置選択手段により入力された体格情報に基づいて推定したシート各部位の適切位
置情報、およびスライド位置検知手段により検知されたスライド位置情報の両者が合致し
た場合、調整位置が調整位置選択手段により入力された体格情報に対応した調整位置すな
わち所望の調整位置にぴったりと合ったことを報知手段を介して乗員に報知する。
【００６１】
　この報知手段としては、車内に設けられたスピーカーを介した音による報知、車内に設
けられた光源からの光による報知、車内に設けられた振動子の振動による報知などを用い
ることができる。
【００６２】
　乗員は、音や光、振動などの報知により、調整位置が自分の体格にぴったり合ったこと
を確認した場合、スライドレールロック解除レバー８によりスライドレールをロックし、
スライド位置の調整を終了する。
【００６３】
　以上説明したように、本実施例における車両用シートによれば、乗員が自ら手動操作に
よりシート各部位の位置調整を行う際、先ず初めに、調整位置選択手段により自身の体格
情報を電子制御装置（ＥＣＵ）に入力し、調整後或いは調整をしながら、シート各部位の
調整部位に設けられた調整位置検知手段により継続的に検知した位置情報を電子制御装置
（ＥＣＵ）に入力し、体格情報に基づいて推定したシート各部位の適切位置情報、および
位置情報の両者を照合することにより、調整位置がぴったりと合った場合、報知手段によ
り確認できるため、その調整位置が自分の体格にぴったり合った調整位置であることを容
易に確認することができる。
【００６４】
　なお、図３Ａおよび図３Ｂでは、調整位置選択手段として、ボタン１２、１３、１４を
例として説明したが、図４Ａに示すダイヤル式スイッチ１５、図４Ｂに示すボタン式スイ
ッチ１６、図４Ｃに示すスライド式スイッチ１７などを用いることもできる。
【００６５】
　また、本実施例では、シートの調整部位としてシートスライドの前後位置調整の例を用
いて説明したが、シートの他の部位の位置調整、例えば、シートクッションの高さ調整や
シートクッションの角度調整、シートバックの高さ調整、シートバックの角度調整、ヘッ
ドレストの高さ調整などに用いても同様の効果を得ることができる。
【実施例３】
【００６６】
　図５を用いて、本発明の他の実施形態における車両用シートについて説明する。
【００６７】
　図５は、本実施例における車両用シートの側面図および連動するシステム構成を示して
いる。
【００６８】
　本実施例における車両用シートの主な構成部位として、シートクッション２、シートバ
ック３、ヘッドレスト４を有している点や、アッパーレール６とロアーレール７とを係合
させ、ロアーレール７上においてアッパーレール６をスライドさせることにより、シート
クッション２の車両に対する前後位置すなわち車両用シートの車両に対する前後位置を調
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整する点は実施例２と同様の構成であるため、その詳細な説明は省略する。
【００６９】
　実施例２における車両用シートは、乗員が自ら手動操作により、シート各部位の位置調
整を行うのに対し、本実施例における車両用シートは、シートに内蔵されたモータなどの
動力機構により電動でシート各部位の位置調整を行う点において、実施例２の車両用シー
トと異なっている。
【００７０】
　本実施例における車両用シートは、図５に示すように、シートクッション２の側面にス
ライド位置調整スイッチ１８が設けられており、乗員はこのスライド位置調整スイッチ１
８を押すことにより、シートスライド前後位置を電動で調整することができる。
【００７１】
　本実施例における車両用シートは、実施例２と同様に、先ず、シートクッション２の側
面に設けられた乗員の体格を選択するボタン１２、１３、１４を押すことにより、乗員の
体格に合ったシートの調整位置を選択する。
【００７２】
　ボタン１２、１３、１４を押すことにより選択されたシートの調整位置すなわち乗員の
体格情報は、無線通信或いは有線通信により、車内に設けられた電子制御装置（ＥＣＵ）
へ伝送される。
【００７３】
　次に、スライド位置調整スイッチ１８を押すことにより、ロアーレール７に対してシー
トクッション２およびアッパーレール６を電動でスライドさせ、前後位置を調整する。
【００７４】
　シート各部位の調整位置には、調整位置を継続的に検知する調整位置検知手段が設けら
れている。図５では、シートスライドの前後位置を検知するスライド位置検知手段の例を
示している。
【００７５】
　スライド位置検知手段により検知したスライド位置情報は、無線通信或いは有線通信に
より、車内に設けられた電子制御装置（ＥＣＵ）へ伝送される。
【００７６】
　電子制御装置（ＥＣＵ）において、調整位置選択手段すなわちボタン１２、１３、１４
により入力された乗員の体格情報に基づいて推定したシート各部位の適切位置情報、およ
びスライド位置検知手段により検知されたスライド位置情報を照合する。
【００７７】
　調整位置選択手段により入力された体格情報に基づいて推定したシート各部位の適切位
置情報、およびスライド位置検知手段により検知されたスライド位置情報の両者が合致し
た場合、調整位置が調整位置選択手段により入力された体格情報に対応した調整位置すな
わち所望の調整位置にぴったりと合ったことを報知手段を介して乗員に報知する。
【００７８】
　この報知手段としては、実施例２と同様に、車内に設けられたスピーカーを介した音に
よる報知、車内に設けられた光源からの光による報知、車内に設けられた振動子の振動に
よる報知などを用いることができる。
【００７９】
　乗員は、音や光、振動などの報知により、調整位置が自分の体格にぴったり合ったこと
を確認した場合、電動によるスライド位置の調整を終了する。
【００８０】
　以上説明したように、本実施例における車両用シートによれば、電動でシート各部位の
位置調整を行う際、先ず初めに、調整位置選択手段により自身の体格情報を電子制御装置
（ＥＣＵ）に入力し、調整後或いは調整をしながら、シート各部位の調整部位に設けられ
た調整位置検知手段により継続的に検知した位置情報を電子制御装置（ＥＣＵ）に入力し
、体格情報に基づいて推定したシート各部位の適切位置情報、および位置情報の両者を照
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合することにより、調整位置がぴったりと合った場合、報知手段により確認できるため、
その調整位置が自分の体格にぴったり合った調整位置であることを容易に確認することが
できる。
【００８１】
　本実施例においても、実施例２と同様に、シートの調整部位としてシートスライドの前
後位置調整の例を用いて説明したが、シートの他の部位の位置調整、例えば、シートクッ
ションの高さ調整やシートクッションの角度調整、シートバックの高さ調整、シートバッ
クの角度調整、ヘッドレストの高さ調整などに用いても同様の効果を得ることができる。
【実施例４】
【００８２】
　図６および図７を用いて、本発明の他の実施形態における車両用シートについて説明す
る。
【００８３】
　図６は、本実施例における車両用シートの側面図および連動するシステム構成を示して
いる。
【００８４】
　本実施例における車両用シートの主な構成部位として、シートクッション２、シートバ
ック３、ヘッドレスト４を有している点や、アッパーレール６とロアーレール７とを係合
させ、ロアーレール７上においてアッパーレール６をスライドさせることにより、シート
クッション２の車両に対する前後位置すなわち車両用シートの車両に対する前後位置を調
整する点、シートクッション２の側面にスライド位置調整スイッチ１８が設けられている
点などは実施例３と同様の構成であるため、その詳細な説明は省略する。
【００８５】
　実施例３における車両用シートは、シートクッション２の側面に調整位置選択手段すな
わち体格情報入力手段であるボタン１２、１３、１４が設けられているのに対し、本実施
例の車両用シートは、図６に示すように、ボタン１２、１３、１４に代えて、体格検知手
段を備えている点において、実施例３の車両用シートと異なっている。
【００８６】
　実施例３の車両用シートでは、乗員の体格に応じてシートの調整位置を選択する手段と
して、シートクッション２の側面に設けられたボタン１２、１３、１４の例を用いて説明
したが、本実施例におけるシートの乗員の体格情報入力手段は、図７に示すようにスマー
トフォンなどの携帯情報端末を用いる。
【００８７】
　図７に示すように、乗員の身長や座高、体重などの身体的特徴すなわち体格情報をスマ
ートフォンなどの携帯情報端末に予め登録しておき、乗員が車両に乗車する際に、或いは
、シートに着座後に、登録された体格情報を携帯情報端末から無線通信或いは有線通信に
より車内に設けられた電子制御装置（ＥＣＵ）へ伝送する。
【００８８】
　ここで、上記の携帯情報端末は、乗員の体格情報を登録でき、その体格情報を無線通信
或いは有線通信によりＥＣＵへ伝送する機能を備えているものであれば良く、スマートフ
ォン以外に、例えば、いわゆるガラケーと呼ばれる従来型の携帯電話機や携帯ゲーム機、
リモコン、携帯可能なカーナビゲーションシステム、モバイルノートパソコン、ミュージ
ックプレイヤー、カメラ、ビデオカメラ、電子手帳などを用いることもできる。
【００８９】
　次に、乗員はスライド位置調整スイッチ１８を押すことにより、ロアーレール７に対し
てシートクッション２およびアッパーレール６を電動でスライドさせ、前後位置を調整す
る。
【００９０】
　スライド位置検知手段により検知したスライド位置情報は、無線通信或いは有線通信に
より、車内に設けられた電子制御装置（ＥＣＵ）へ伝送される。
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【００９１】
　電子制御装置（ＥＣＵ）において、携帯情報端末等の体格検知手段により入力された乗
員の体格情報に基づいて推定したシート各部位の適切位置情報、およびスライド位置検知
手段により検知されたスライド位置情報を照合する。
【００９２】
　体格検知手段により入力された体格情報に基づいて推定したシート各部位の適切位置情
報、およびスライド位置検知手段により検知されたスライド位置情報の両者が合致した場
合、調整位置が体格検知手段より入力された体格情報に対応した調整位置すなわち所望の
調整位置にぴったりと合ったことを報知手段を介して乗員に報知する。
【００９３】
　この報知手段としては、実施例２或いは実施例３と同様に、車内に設けられたスピーカ
ーを介した音による報知、車内に設けられた光源からの光による報知、車内に設けられた
振動子の振動による報知などを用いることができる。
【００９４】
　乗員は、音や光、振動などの報知により、調整位置が自分の体格にぴったり合ったこと
を確認した場合、電動によるスライド位置の調整を終了する。
【００９５】
　以上説明したように、本実施例における車両用シートによれば、電動でシート各部位の
位置調整を行う際、先ず初めに、携帯情報端末等の体格検知手段により体格情報を電子制
御装置（ＥＣＵ）に入力し、調整後或いは調整をしながら、シート各部位の調整部位に設
けられた調整位置検知手段により継続的に検知した位置情報を電子制御装置（ＥＣＵ）に
入力し、体格情報に基づいて推定したシート各部位の適切位置情報、および位置情報の両
者を照合することにより、調整位置がぴったりと合った場合、報知手段により確認できる
ため、その調整位置が自分の体格にぴったり合った調整位置であることを容易に確認する
ことができる。
【００９６】
　本実施例においても、実施例２或いは実施例３と同様に、シートの調整部位としてシー
トスライドの前後位置調整の例を用いて説明したが、シートの他の部位の位置調整、例え
ば、シートクッションの高さ調整やシートクッションの角度調整、シートバックの高さ調
整、シートバックの角度調整、ヘッドレストの高さ調整などに用いても同様の効果を得る
ことができる。
【実施例５】
【００９７】
　図８Ａ乃至図８Ｃおよび図１３Ａを用いて、実施例４における体格検知手段の別の実施
例を説明する。図８Ａは、画像或いは動画の解析による体格検知方法を示している。車内
に搭載したビデオカメラやデジタルカメラ、光検出器などの撮像手段によりシートに着座
した乗員を撮影し、乗員の頭部位置の検出や肩甲骨とシートバック３の接触位置などを検
出する。このビデオカメラなどの撮像手段には、例えば、ＣＣＤイメージセンサのような
固体撮像素子を搭載したビデオカメラなどを用いる。
【００９８】
　頭部位置や肩甲骨の位置の検出以外にも、乗員の目線の高さ、乗員の頭頂部から車体の
ルーフ（天井）までの距離、乗員の頭頂部からシートの頂部までの距離、乗員の頭頂部か
ら肩までの距離など、撮像領域２１内であれば、乗員の体格や着座位置を認識することが
できる。
【００９９】
　図８Ｂは乗員の着座時の頭頂部から頸部（首）までの距離Ｘを認識する例を示し、図８
Ｃは乗員の頭頂部からシートの頂部すなわちヘッドレストの頂部までの距離Ｙを画像認識
する例を示している。
【０１００】
　図１３Ａを用いて、上記のように車内に搭載されたビデオカメラなどの撮像手段により
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撮影した画像或いは動画情報に基づいて、シート各部の位置調整を行う動作フローを説明
する。図１３Ａのフローチャートは、画像解析による乗員の頭部検出を用いた例を示して
いる。
【０１０１】
　図１３Ａに示すように、車内に搭載された撮像手段により撮影された画像或いは動画か
ら乗員の頭部を検出し、その頭部検出情報を実施例４で説明したような車内に設けられた
電子制御装置（ＥＣＵ）に伝送し、ＥＣＵ内において画像処理により頭部の位置情報を取
得する。予めＥＣＵ内に登録されている複数の体格情報と撮像手段により取得した画像か
ら得た頭部の位置情報とを照合することにより、乗員の体格を判定（推定）する。
【０１０２】
　乗員は、手動操作或いは電動などの駆動手段によりシート各部位の調整機構部を用いて
位置調整を開始する。
【０１０３】
　その後、シート各機構部に設けられた調整位置検知手段により、調整位置を検知し、検
知した調整位置をＥＣＵへ伝送し、ＥＣＵ内でシートポジションが最適位置に到達したと
判断された際、報知手段を介して、乗員へシートポジションがぴったり合うように調整さ
れたことを報知する。
【０１０４】
　ここで、この報知手段は、車内に設けられたスピーカーを介した音や、車内に設けられ
た光源からの光、車内に設けられた振動子の振動などを用いる。
【０１０５】
　また、調整位置検知手段は、シート各部の調整位置に設けられた調整位置検知手段であ
る。すなわち、シートスライド位置調整機構に設けられたポテンショメーターなどのシー
トスライド位置検知手段、シート上下位置調整機構に設けられたシート上下位置検知手段
、シートクッション角度調整機構に設けられたシートクッション角度検知手段、リクライ
ニング位置調整機構に設けられたリクライニング位置検知手段、ヘッドレスト上下位置調
整機構に設けられたヘッドレスト上下位置検知手段である。
【０１０６】
　以上説明したように、本実施例の車両用シートによれば、乗員がシートに着座した状態
で、車内に搭載された撮像手段により乗員の体格や着座位置を撮影し、その画像或いは動
画の解析により、体格情報や着座位置情報を取得し、それらの情報に基づいて、より簡便
に短時間で体格に応じた最適なシートポジションを選択することができる。
【０１０７】
　また、乗員の体格に応じてシートポジションを調整する際、最適な調整位置であること
を乗員に報知することで、シートポジションの調整が容易で、フィット感に優れた調整を
行うことができる。
【実施例６】
【０１０８】
　図９および図１３Ａを用いて、実施例４における体格検知手段の他の実施例を説明する
。図９は、赤外線センサなどの非接触タイプのセンサによる乗員検知方法を示している。
車体２０に搭載された赤外線センサなどの非接触型人感センサ２２により、乗員の頭頂部
の位置を検出する。この非接触タイプのセンサには、赤外線センサ以外にも、例えば、音
波センサや超音波センサ、光センサなどの波系センサを用いることができる。
【０１０９】
　上記のように、車内に搭載された非接触タイプのセンサにより取得した乗員の体格情報
や着座位置情報を、実施例４で説明したような車内に設けられた電子制御装置（ＥＣＵ）
に伝送する。
【０１１０】
　乗員は、手動操作或いは電動などの駆動手段により、シート各部位の調整を開始する。
【０１１１】
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　その後、シート各機構部に設けられた調整位置検知手段により、調整位置を検知し、検
知した調整位置をＥＣＵへ伝送し、ＥＣＵ内でシートポジションが最適位置に到達したと
判断された際、車内に設けられた報知手段を介して、乗員へシートポジションがぴったり
合うように調整されたことを報知する。
【０１１２】
　ここで、この報知手段は、実施例４と同様に、車内に設けられたスピーカーを介した音
や、車内に設けられた光源からの光、車内に設けられた振動子の振動などを用いる。
【０１１３】
　以上説明したように、本実施例の車両用シートによれば、乗員がシートに着座した状態
で、車内に搭載された非接触タイプのセンサにより乗員の体格や着座位置を検知し、その
検知情報に基づき、体格情報や着座位置情報を取得し、それらの情報に基づいて、より簡
便に短時間で体格に応じた最適なシートポジションを選択することができる。
【０１１４】
　また、乗員の体格に応じてシートポジションを調整する際、最適な調整位置であること
を乗員に報知することで、シートポジションの調整が容易で、フィット感に優れた調整を
行うことができる。
【実施例７】
【０１１５】
　図１０および図１３Ｃを用いて、実施例４における体格検知手段の他の実施例を説明す
る。図１０は、静電容量センサなどの接触タイプのセンサによる体格検知方法を示してい
る。本実施例における車両用シートは、シートバック３に搭載された静電容量センサなど
の接触型人感センサ２３により、乗員の肩甲骨の位置を検出する。
【０１１６】
　なお、シートバック３は、着座時に乗員の背中が接触する面の形状が乗員の肩甲骨の凸
形状に沿うように、肩甲骨が接触する部位より上部側の形状を肩甲骨が接触する部位より
下部側の形状よりも前傾させて形成している。
【０１１７】
　この接触タイプのセンサには、静電容量センサ以外にも、例えば、電極や体圧センサ、
温度感知センサ、乗員が接触した際にスイッチが切り替わる機械的なスイッチなどを用い
ることができる。また、これらのセンサを複数組み合せて搭載しても良い。複数のタイプ
のセンサを設けることにより、乗員の体格や着座位置をより精度良く検知することができ
る。
【０１１８】
　図１３Ｃを用いて、上記のようにシートバック３に設けられた接触タイプのセンサによ
り取得した乗員の肩甲骨部接触検知或いは体圧検知に基づいて、シート各部の位置調整を
行う動作フローを説明する。
【０１１９】
　図１３Ｃに示すように、シートバックに設けられた接触タイプのセンサにより取得した
乗員の肩甲骨部接触検知情報或いは体圧検知情報を、実施例４で説明したような車内に設
けられた電子制御装置（ＥＣＵ）に伝送し、肩甲骨の位置情報を取得する。予めＥＣＵ内
に登録されている複数の体格情報と接触タイプのセンサにより取得した肩甲骨の位置情報
とを照合することにより、乗員の体格を判定（推定）する。
【０１２０】
　乗員は、手動操作或いは電動などの駆動手段により、シート各部位の調整機構部を用い
て調整を開始する。
【０１２１】
　その後、シート各機構部に設けられた調整位置検知手段により、調整位置を検知し、検
知した調整位置をＥＣＵへ伝送し、ＥＣＵ内でシートポジションが最適位置に到達したと
判断された際、車内に設けられた報知手段を介して、乗員へシートポジションがぴったり
合うように調整されたことを報知する。
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【０１２２】
　ここで、この報知手段は、実施例４と同様に、車内に設けられたスピーカーを介した音
や、車内に設けられた光源からの光、車内に設けられた振動子の振動などを用いる。
【０１２３】
　以上説明したように、本実施例の車両用シートによれば、乗員がシートに着座した状態
で、シートバックに設けられた接触タイプのセンサや体圧センサにより乗員の体格や着座
位置を検知し、その検知情報に基づき、体格情報や着座位置情報を取得し、それらの情報
に基づいて、より簡便に短時間で体格に応じた最適なシートポジションを選択することが
できる。
【０１２４】
　また、乗員の体格に応じてシートポジションを調整する際、最適な調整位置であること
を乗員に報知することで、シートポジションの調整が容易で、フィット感に優れた調整を
行うことができる。
【実施例８】
【０１２５】
　図１１および図１３Ｂを用いて、実施例４における体格検知手段の他の実施例を説明す
る。図１１は、重量センサによる乗員の体重検知方法を示している。シートクッション２
に内蔵された重量センサ２４により、乗員の体重を検知する。
【０１２６】
　図１３Ｂに示すように、シートクッション２に内蔵された重量センサ２４により乗員の
体重を検出し、取得した乗員の体重を実施例４で説明したような車内に設けられた電子制
御装置（ＥＣＵ）に伝送し、ＥＣＵ内において、予め登録されている体格情報と照合する
ことにより、乗員の体格の判定（推定）を行う。
【０１２７】
　乗員は、手動操作或いは電動などの駆動手段により、シート各部位の調整機構部を用い
て調整を開始する。
【０１２８】
　その後、シート各機構部に設けられた調整位置検知手段により、調整位置を検知し、検
知した調整位置をＥＣＵへ伝送し、ＥＣＵ内でシートポジションが最適位置に到達したと
判断された際、車内に設けられた報知手段を介して、乗員へシートポジションがぴったり
合うように調整されたことを報知する。
【０１２９】
　ここで、この報知手段は、実施例４と同様に、車内に設けられたスピーカーを介した音
や、車内に設けられた光源からの光、車内に設けられた振動子の振動などを用いる。
【０１３０】
　以上説明したように、本実施例の車両用シートによれば、乗員がシートに着座した状態
で、シートクッションに内蔵された重量センサにより乗員の体重を検知し、その検知した
体重に基づき、体格情報や着座位置情報を取得し、それらの情報に基づいて、より簡便に
短時間で体格に応じた最適なシートポジションを選択することができる。
【０１３１】
　また、乗員の体格に応じてシートポジションを調整する際、最適な調整位置であること
を乗員に報知することで、シートポジションの調整が容易で、フィット感に優れた調整を
行うことができる。
【実施例９】
【０１３２】
　図１２および図１３Ｅを用いて、実施例４における体格検知手段の他の実施例を説明す
る。図１２は、接触タイプのセンサ或いは体圧センサによる乗員の大腿部の接触検知およ
び体圧検知方法を示している。乗員がシートに着座し、車両のペダルに足を乗せた状態で
、シートクッション２の前端（前面側）に内蔵された接触型人感センサ２３或いは体圧セ
ンサ２５により、乗員の大腿部の接触或いは体圧を検知する。
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【０１３３】
　図１３Ｅを用いて、上記のようにシートクッション２の前端（前面側）に内蔵された接
触型人感センサ２３或いは体圧センサ２５により検知した乗員の大腿部の接触或いは体圧
に基づいて、シート各部の位置調整を行う動作フローを説明する。
【０１３４】
　シートクッション２の前端（前面側）に内蔵された接触型人感センサ２３或いは体圧セ
ンサ２５により取得した乗員の大腿部の接触検知或いは大腿部の体圧を、実施例４で説明
したような車内に設けられた電子制御装置（ＥＣＵ）に伝送し、ＥＣＵ内において予め登
録されている複数の体格情報と取得した乗員の大腿部の接触検知情報或いは大腿部の体圧
情報とを照合することにより、乗員の体格を判定（推定）する。
【０１３５】
　乗員は、手動操作或いは電動などの駆動手段により、シート各部位の調整機構部を用い
て調整を開始する。
【０１３６】
　その後、シート各機構部に設けられた調整位置検知手段により、調整位置を検知し、検
知した調整位置をＥＣＵへ伝送し、ＥＣＵ内でシートポジションが最適位置に到達したと
判断された際、車内に設けられた報知手段を介して、乗員へシートポジションがぴったり
合うように調整されたことを報知する。
【０１３７】
　ここで、この報知手段は、実施例４と同様に、車内に設けられたスピーカーを介した音
や、車内に設けられた光源からの光、車内に設けられた振動子の振動などを用いる。
【０１３８】
　以上説明したように、本実施例の車両用シートによれば、乗員がシートに着座し、車両
のペダルに足を乗せた状態で、シートクッションの前端（前面側）に内蔵された接触タイ
プのセンサ或いは体圧センサにより乗員の大腿部の接触或いは大腿部の体圧を検知し、そ
の検知情報に基づき、体格情報や着座位置情報を取得し、それらの情報に基づいて、より
簡便に短時間で体格に応じた最適なシートポジションを選択することができる。
【０１３９】
　また、乗員の体格に応じてシートポジションを調整する際、最適な調整位置であること
を乗員に報知することで、シートポジションの調整が容易で、フィット感に優れた調整を
行うことができる。
【実施例１０】
【０１４０】
　図１３Ｄを用いて、実施例４における体格検知手段の他の実施例を説明する。図１３Ｄ
は、乗員がシートに着座し、車両のペダルに足を乗せた状態で、シートスライドの位置す
なわちシートの前後位置を検出し、その検出データに基づいて、シート各部の位置調整を
行う動作フローを示している。
【０１４１】
　実施例１で説明したように、車両用シートと車体との間には、シートの前後位置調整を
行う機構すなわちシートレール（シートスライド）が設けられている。このシートレール
上をシートの前後方向を調整するようにシートが動く。このシートスライドの位置を接触
タイプのセンサ或いは非接触タイプのセンサにより検知し、シートスライドの位置情報を
、実施例４で説明したような車内に設けられた電子制御装置（ＥＣＵ）に伝送し、ＥＣＵ
内において予め登録されている複数の体格情報とシートスライド位置情報とを照合するこ
とにより、乗員の体格を判定（推定）する。
【０１４２】
　乗員は、手動操作或いは電動などの駆動手段により、シート各部位の調整機構部を用い
て調整を開始する。
【０１４３】
　その後、シート各機構部に設けられた調整位置検知手段により、調整位置を検知し、検
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知した調整位置をＥＣＵへ伝送し、ＥＣＵ内でシートポジションが最適位置に到達したと
判断された際、車内に設けられた報知手段を介して、乗員へシートポジションがぴったり
合うように調整されたことを報知する。
【０１４４】
　ここで、この報知手段は、実施例４と同様に、車内に設けられたスピーカーを介した音
や、車内に設けられた光源からの光、車内に設けられた振動子の振動などを用いる。
【０１４５】
　以上説明したように、本実施例の車両用シートによれば、乗員がシートに着座し、車両
のペダルに足を乗せた状態で、シートスライドの位置を検知し、その検知情報に基づき、
体格情報や着座位置情報を取得し、それらの情報に基づいて、より簡便に短時間で体格に
応じた最適なシートポジションを選択することができる。
【０１４６】
　また、乗員の体格に応じてシートポジションを調整する際、最適な調整位置であること
を乗員に報知することで、シートポジションの調整が容易で、フィット感に優れた調整を
行うことができる。
【０１４７】
　なお、本発明は上記した実施例に限定されるものではなく、様々な変形例が含まれる。
例えば、上記した実施例は本発明を分かりやすく説明するために詳細に説明したものであ
り、必ずしも説明した全ての構成を備えるものに限定されるものではない。また、ある実
施例の構成の一部を他の実施例の構成に置き換えることが可能であり、また、ある実施例
の構成に他の実施例の構成を加えることも可能である。また、各実施例の構成の一部につ
いて、他の構成の追加・削除・置換をすることが可能である。
【符号の説明】
【０１４８】
　１…車両用シート、２…シートクッション、３…シートバック、４…ヘッドレスト、５
…サイドサポート、６…アッパーレール、７…ロアーレール、８…スライドレールロック
解除レバー、９…スライド式目盛、１０…マーキング、１１…回転式目盛、１２，１３，
１４…ボタン、１５…ダイヤル式スイッチ、１６…ボタン式スイッチ、１７…スライド式
スイッチ、１８…スライド位置調整スイッチ、１９…ハンドル、２０…車体、２１…撮像
領域、２２…非接触型人感センサ、２３…接触型人感センサ、２４…重量センサ、２５…
体圧センサ。
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【図４Ｂ】 【図４Ｃ】
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【図７】
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【図１０】
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【図１１】 【図１２】

【図１３Ａ】 【図１３Ｂ】
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【図１３Ｃ】 【図１３Ｄ】

【図１３Ｅ】 【図１４】
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